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平成23年3月11日に発生した東北地方太
平洋沖地震では、直後に発生した津波によ
り多くの尊い人命が奪われました。特に要援
護者と呼ばれる幼年者や高齢者に犠牲者が
多いことは、他の種類の災害と変わりませ
ん。要援護者と呼ばれる方々が迅速・確実
に避難することが大きな課題として残りました。
そこで、真陽地区防災福祉コミュニティでは
9月25日、幼稚園児の集団一斉避難訓練を
実施しました。
●目的
神戸市では山が海に迫っている地形から、
津波避難については海側から山側へ避難す
る「水平避難」を原則としています。「水平避
難」ができないやむを得ない場合に限って、
付近の堅固かつ高さのある建物に避難する
「垂直避難」をすることになっています。
どのようにして多くの幼年者たちを迅速・確
実に避難させるのか？ その時の地域の人々
のかかわりはいかにあるべきか？ をテーマとし、
訓練の結果得られた事実を検証します。
●概要
高松線沿い北側にある近田幼稚園の園
児404人（0～5歳児）と職員37人が地震の
揺れが収まった直後徒歩にて北上し、約
500ｍ離れた目的地である新長田公園へ国
道2号線を越えて避難するものです。
●実施
陸上の震度が６弱と想定されておりますの

で、まず園児たちの地震に対する安全確保
がなされました。引き続き安全な園庭に園児・
職員と集合し、人員確認と並行して避難の

態勢を整えました。
避難方法は最も確実な徒歩によるものと

し、園児の年齢に応じて組み合わせ、手を
つないだ2人1組で実施されました。
避難を想定するに、園児の数に対して職

員の数は絶対的に不足しているため、地域
住民が積極的に支援をおこないました。特に
混乱することが確実な自動車交通の状況に
対応できるように、各交差点に重点的に配
置しました。

●結果
今回の訓練はこれで完結したものではなく、

あくまで出発点です。当日は神戸大学都市安
全研究センターの北後明彦教授のチームによ
り綿密なデータ採取がおこなわれましたが、こ
れを分析検討して、さらに優れた避難方法を
探るために研究をしていきたいと思います。

（真陽地区防災福祉コミュニティ
本部長　中谷紹公）

１０月１３日、三重県亀山市消防団（葛西
団長以下２０人）と亀山市消防本部職員２人
が視察に来られました。「平成２３年度新時
代に対応した消防団運営」冊子に掲載され
た兵庫消防団（第４分団）の「幼児向け防
火教室を開催」と「現場指揮所における女
性消防団員の指揮支援活動」の記事が目に
留まったとのことです。
【視察の内容】
消防団の現場指揮体制の確立について
現場指揮所で人員把握に活用している指
揮ボードには、特に興味を持っておられました。
市民への各種講習会の開催について
幼児向け防火教室内容のビデオを見て、
私達も紙芝居などを実施しているが、もっと
研究しないといけないと発言されていました。
救命講習会の寸劇は非常に理解しやすく、
実施方法が具体的
と好評で、おもちゃ
の救急車が走ると
ころは大受けでした。
【発表者の感想】
現場指揮体制について
実際の現場活動が主である消防団の方々

に、市街地消防団の活動に関心を持ってい
ただけて大変うれしく感じました。
現状、現場での人員把握は困難ということ

でしたが、指揮ボー
ドをぜひ取り入れて
活用していただけた
らと思いました。

（第４分団班長　加賀瀬広介）
幼児向け防火教室について
幼児向け防火教室を取り入れるに至った
過程や、保育所での実際の指導について、
映像を交えながら説明しました。亀山市では、
女性消防団員が火災予防の啓発活動として
子どもたちに紙芝居を使って説明しているが、
参考にして今後は取り入れていきたいという
ことでした。
今回は亀山市消防団の皆さんと意見交換

や情報交換ができ、とても勉強になりました。
これからも色々な方 と々積極的に情報交換し
ながら視野を広げていきたいです。

（第４分団団員　久原麻衣）
【意見交換会】
阪神・淡路大震災時の苦労話などもして、
亀山市消防団女性分団副分団長からは活
動内容の説明などを聞き、色 と々盛り上がっ
た交流の場でした。この交換会に携わって
いただいた関係者の方々に、紙面を借りて
御礼と感謝を述べたいと思います。ありがと
うございました。

（団本部分団長　後藤浩嗣）
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